











































































































概念）、 E:地名の使用（関心・知識・地域的概念）、 F:問題意識の表わ （興味• 関
心）のことである。 A・Bにおける段階とは、 Aの要素については 1個体的、 2線および




表 l 地理的、;'1J,滋の分祈枯準 …上山 (1972) り~]~(1968) を店に作成
実際の文癌には次のように対応させた
A 対象空間の区分のし方 （（外）赤塚側は畑が多く、開発が進んでいない
1 個体（点） (Iり把握 E 83b Cd 82 84②d 
2 線的.f(Jj的把i村 '--84(:.;)b/ . 
B 選んだ対象の慈味付け方・紐み立て方（地理的意滋の段附）
l lf~(,t; 的（個々に独立した {7-在として） ・木がある
2 数歴的（個数や屈として） ・家が多い
3 分布的（一定の広さをもった届所としての認滋）







① a 対比 （具体的な事象の比較） ．逍のこちら側と反対側では
b 時間的変化（動的、発展的） ・だんだん家が建ちはじめた
② a 相関関係（相互の関係） ・家の形から見ると殷家らしい
b 囚果関係（原囚と結果の関係） ・交通賢が多いのでスモッグが発生する
c 比戟（抽象的な事象、他地桟との比較） ・東京に比べて住宅が点々と…
d 概念（特に抽象的な意味をもたせている） . I開発がすすんでいる
5池域的把握 ・・・文印全体で表現される場合が多いためここでは（列を省く






a. 自然にl関する b. 居住の様式・染活の形慇に関する C. 人口に関する
cl . 土地利川に関する C. 生栢活動に 1関する [. 交通に関する ば.j豆様に関する





させ、この結果を表 2にまとめ、これをもとに図 1,._, 3を作成した。生徒の意識の変化を
捉えるにあたっては、これらの図のほか観察文、感想文、野外学習の発表会に生徒が作成
した資料なども用いた。これら資料作成の対象生徒としては、野外学習のすべての過程を




貸料 l 学習 iり・後のアの地点の研察文と分祈の実際 (5子の例）
表2 観察文の言葉や表現に見られる地理的意識
M男にづヽて （対臥空間の区分の仕方）
心謡の｀災妬 A 13 (選んだ対政の立吐づけ方.~I み立て方） C (鈍抹と囚心の方m D I~F 
.¥1話の段閉 I 2 ¥ lW把体糾的 的2数把!i貶l 3分把布虻的 4~ 係的把似 5地域的





bdac 比擬相囚関較念果 ab 地はとoの比域む述的較 •湛地変行域如的翡
; .'，-． '. 
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イ： J: 地t11m 豆塁の 9が~(分折甚~B の要累）によって七つに
ウ：新閃住宅地 わけ、この言菜のねけに対応した点を加日したもの．
工：訪凪林 地瑾的立えの七つのほ荘とこれに対応する点
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頂から決まるし、なんでもない木が守り tl様だったりするので人の話を良く lrき、 f!I渭名
することが必汲だと忠った。」
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